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県
内
唯
一
の
恐
竜
博
物
館 

白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰

こ
れ
ま
で
白
山
市
内
七
施
設
を
紹
介
し
て
き
た
白
山

市
文
化
施
設
館
報
に
、
白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰
が
仲
間

入
り
し
ま
し
た
。

白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰
は
、
中
生
代
白
亜
紀
に
堆
積

し
た
手
取
層
群
桑
島
層
が
露
出
す
る
「
桑
島
化
石
壁
」

で
発
見
さ
れ
た
植
物
化
石
や
恐
竜
の
歯
、
足
跡
化
石
な

ど
の
貴
重
な
資
源
を
村
づ
く
り
に
活
用
す
る
た
め
、
平

成
四
年
に
旧
白
峰
村
が
整
備
し
た
「
手
取
湖
太
古
の
丘 

恐
竜
館
」
を
前
身
と
し
て
い
ま
す
。

手
取
湖
太
古
の
丘 

恐
竜
館
の
展
示
館
（
現 

恐
竜
館
）

は
、
恐
竜
の
卵
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
ド
ー
ム
型
の
建

物
で
、
そ
の
館
内
に
は
、
骨
格
模
型
と
し
て
は
当
時
国

内
最
大
級
の
デ
ィ
プ
ロ
ド
ク
ス
（
竜
脚
類
）
を
展
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、
屋
外
に
は
、
そ
の
当
時
で
は
珍
し
か
っ

た
化
石
発
掘
体
験
の
で
き
る
場
所
（
化
石
発
見
広
場
）

を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
八
年
三
月
か
ら
一
年

を
か
け
て
増
築
な
ど
を
行
い
、
映
像
で
恐
竜
の
世
界
を

体
験
す
る
「
映
像
館
（
現 

学
習
館
）
」
、
休
憩
室
の
機
能

を
備
え
た
「
ふ
れ
あ
い
館
」
、
学
習
の
で
き
る
「
化
石
工

房
（
現 

化
石
調
査
セ
ン
タ
ー
）
」
の
三
棟
を
整
備
、
平

成
九
年
四
月
に
、
「
白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰
」
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
年
五
月
に
、
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
が
、
ユ
ネ

ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
正
式
登
録
を
控
え
て
い
ま
す

が
、
拠
点
施
設
の
ひ
と
つ
で
、
桑
島
化
石
壁
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
で
も
あ
る
白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰
は
、
今
後

益
々
、
そ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
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「化石の成り立ち」を体感する

　

白
山
市
桑
島
に
あ
る
国
指
定
天
然
記
念

物
「
手
取
川
流
域
の
珪
化
木
産
地
（
通
称 

桑
島
化
石
壁
）
」
は
、
白
山
手
取
川
ジ
オ

パ
ー
ク
の
最
も
重
要
な
構
成
遺
産
で
す
。

そ
の
「
桑
島
化
石
壁
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
と
し
て
の
役
割
を
担
う
の
が
、
白
山
恐

竜
パ
ー
ク
白
峰
で
す
。
白
山
恐
竜
パ
ー
ク

白
峰
は
、
今
年
度
で
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら

三
十
年
が
経
ち
、
展
示
内
容
に
古
さ
が
目

立
っ
て
き
た
こ
と
、
オ
ー
プ
ン
当
時
と
今

現
在
と
で
は
、
施
設
の
果
た
す
役
割
が
変

わ
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
施
設
内

の
展
示
を
一
部
更
新
・
改
修
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
恐
竜
館
（
受
付
の
あ
る
建
物
）

の
ス
ロ
ー
プ
に
あ
っ
た
大
型
の
備
え
付
け

展
示
ケ
ー
ス
六
箇
所
は
、
そ
れ
ま
で
あ
っ

た
展
示
物
を
移
設
後
、
工
事
を
伴
う
大
幅

な
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
石
川

ル
ー
ツ
交
流
館
や
白
山
市
立
博
物
館
が
実

施
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
同
様
、
白
山
手
取

川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
に
、
ジ
オ

パ
ー
ク
関
連
の
展
示
な
ど
を
整
備
し
て
い

く
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業
の
一
環
で
す
。

白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰
は
、
白
山
手
取
川

ジ
オ
パ
ー
ク
の
「
山
と
雪
の
エ
リ
ア
（
白

山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
海
と
扇
状
地

の
エ
リ
ア
、
川
と
峡
谷
の
エ
リ
ア
、
山
と

雪
の
エ
リ
ア
の
三
つ
の
エ
リ
ア
が
あ
る
）
」

に
お
け
る
中
心
的
な
施
設
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク

拠
点
整
備
事
業
の
対
象
施
設
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
、
新
た
に
恐
竜
館
の
ス
ロ
ー
プ
部

分
に
お
目
見
え
し
た
展
示
は
、
「
化
石
の

成
り
立
ち
」
を
自
ら
体
感
・
学
習
で
き
る

と
い
う
も
の
。
展
示
ケ
ー
ス
そ
の
も
の
を

地
層
に
見
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
覧

者
自
ら
が
そ
の
中
に
入
り
、
化
石
に
な
っ

て
い
く
様
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

展
示
ケ
ー
ス
だ
っ
た
場
所
は
六
箇
所
で
、

そ
れ
ぞ
れ
、
①
恐
竜
時
代
（
約
一
億

三
千
万
年
前
）
の
桑
島
の
風
景
、
②
動
物

の
遺
骸
や
植
物
な
ど
が
砂
や
泥
に
埋
没
す

る
様
子
、
③
砂
や
泥
が
岩
石
（
地
層
）
と

な
り
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
遺
骸
も
、
徐
々

に
化
石
に
変
化
し
て
い
く
様
子
、
④
地
層

が
地
殻
変
動
や
造
山
運
動
に
よ
っ
て
隆
起

し
て
い
く
様
子
、
⑤
・
⑥
化
石
（
観
覧
者
）

が
桑
島
化
石
壁
で
発
見
さ
れ
る
様
子
、
と

い
う
場
面
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
・
④
・
⑤
の
ケ
ー
ス
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

顔
を
出
す
穴
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

写
真
撮
影
用
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
利
用

可
能
で
す
。

（
白
峰
化
石
調
査
セ
ン
タ
ー　

大
塚
）

顔出し用の穴が前面のパネルに設けられる

恐竜館のスロープに新たにお目見えした展示

「
化
石
の
成
り
立
ち
」
を
体
感
す
る
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令
和
二
年
十
月
、
白
山
手
取
川
ジ
オ

パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
十
地
域
目

の
国
内
推
薦
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
う
け

て
、
昨
年
に
引
き
続
き
企
画
展
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
は
、
白
山
手
取
川
ジ
オ

パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

る
よ
う
気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
テ
ー

マ
で
あ
る
「
山
―
川
―
海
そ
し
て
雪　

い

の
ち
を
育
む
水
の
旅
」
の
魅
力
を
充
分
に

Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
で
す
。
白
山

市
の
南
北
四
十
㎞
に
及
ぶ
手
取
川
の
上
流

か
ら
下
流
ま
で
、
三
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け

て
展
示
し
ま
し
た
。

１
．
水
が
生
ま
れ
る
山
と
雪
の
エ
リ
ア

多
く
の
水
が
舞
い
降
り
、
水
の
流
れ
が
始

ま
る
エ
リ
ア
で
す
。

２
．
水
が
育
つ
川
と
峡
谷
の
エ
リ
ア

い
く
つ
も
の
川
が
合
流
し
、
流
れ
が
大
き

く
成
る
エ
リ
ア
で
す
。

３
．
水
が
活
か
さ
れ
る
海
と
扇
状
地
の
エ

リ
ア

水
か
ら
受
け
る
恩
恵
と
脅
威
を
感
じ
る
エ

リ
ア
で
す
。

　

手
取
川
の
上
流
か
ら
下
流
域
ま
で
「
桑

島
化
石
壁
」
（
中
世
代
白
亜
紀
前
期
の
恐

竜
化
石
、
植
物
化
石
）
「
手
取
峡
谷
」
「
獅

子
吼
高
原
」
等
の
特
徴
的
な
風
景
の
な
か

に
見
て
取
れ
る
流
域
の
豊
か
な
自
然
を
パ

ネ
ル
を
通
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

折
し
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
た
ユ
ネ
ス
コ
派
遣
審
査

員
に
よ
る
現
地
審
査
が
、
企
画
展
展
示
期

間
中
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

展
示
内
容
は
、
審
査
員
が
実
際
に
見
て
き

た
と
こ
ろ
を
、
全
国
か
ら
白
山
市
を
訪
れ

る
方
々
に
、
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
一
度
、
現
地
を

訪
れ
て
も
ら
う
た
め
の
道
標
べ
、
案
内
役

に
な
れ
ば
と
思
う
展
示
内
容
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
催
中
に
第
十
二
回
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
全
国
大
会 

白
山
手
取
川
大
会　

大
会
テ
ー
マ
が
地
球
と
旅
す
る
～
白
山
手

取
川
の
地
か
ら
地
球
と
人
の
未
来
を
考
え

る
～
が
白
山
市
松
任
文
化
会
館
ピ
ー
ノ
を

主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
全
国
の
ジ
オ

パ
ー
ク
関
係
者
に
白
山
市
の
特
徴
的
な
自

然
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
出
来
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
見
学
に
こ
ら
れ

た
小
学
生
は
、
熱
心
に
鑑
賞
し
て
白
山
手

取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
に
広
が
る
自
然
に
大
い

に
興
味
を
持
っ
た
様
子
で
し
た
。

（
白
山
市
立
博
物
館　

尾
崎
）

展示のようす（特別展示室内）

展示のようす（特別展示室内）

白
山
市
立
博
物
館
　
企
画
展

S
to

rie
s o

f th
e
 H

a
k
u
sa

n
 T

e
d

o
rig

a
w

a
 

G
e
o

p
a
rk

― 
何
気
な
い
風
景
の
中
の
物
語 
―

会
期
　
令
和
四
年
十
月
七
日
〜
十
一
月
十
三
日

Stories of the Hakusan Tedorigawa Geopark −何気ない風景の中の物語−
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枝
権
兵
衛
（
一
八
〇
九
～
一
八
八
〇
）

は
七
ヶ
用
水
の
合
口
工
事
に
つ
な
が
る
富

樫
用
水
隧
道
建
設
に
尽
力
し
た
人
物
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
枝
権
兵
衛
顕
彰
の

取
り
組
み
を
推
し
進
め
た
の
は
枝
権
兵
衛

の
孫
で
林
村
長
も
務
め
た
枝
外
間
で
し
た
。

　

枝
権
兵
衛
の
顕
彰
は
、
そ
の
生
存
中
か

ら
始
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
枝
権
兵
衛
と
小

山
良
左
衛
門
を
祀
る
生
祠
が
建
て
ら
れ
、

そ
の
祠
事
は
森
田
九
兵
衛
が
担
当
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
生
祠
の
御
神
体

と
さ
れ
る
掛
軸
の
存
在
が
知
ら
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
生
祠
建
設
は
疑
わ
し
い
と
す

る
見
解
も
あ
り
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
枝
権
兵
衛
は
明
治
十
一
年
に
長
年
の

公
職
と
富
樫
用
水
へ
の
尽
力
に
よ
り
、

石
川
県
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
明
治

二
十
五
年
に
は
小
山
良
左
衛
門
・
枝
権
兵

衛
記
念
碑
の
建
碑
及
び
記
念
祭
が
計
画
さ

れ
ま
し
た
が
、
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
よ
う
に
明
治
初
期
か
ら
枝
権

兵
衛
等
を
顕
彰
す
る
取
り
組
み
は
あ
っ
た

も
の
の
、
取
り
組
み
が
活
発
化
す
る
の
は

大
正
時
代
以
降
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

枝
権
兵
衛
の
顕
彰
と
い
え
ば
紀
功
碑
・

紀
念
像
の
建
設
が
有
名
で
す
が
紙
芝
居
の

作
成
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
多
く
は
枝
外
間
が
主
催
し
た
事
業

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
主
体
的
に
関
わ
り
、

ま
た
個
人
と
し
て
も
事
績
の
編
纂
や
出
版

物
へ
の
掲
載
依
頼
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
大
年
九
年
（
一
九
二
〇
）
四
月
、

枝
外
間
は
自
ら
の
取
り
組
み
の
根
底
と
な

る
「
祖
父
権
兵
衛
の
事
績
聞
き
書
」
（
以

下
「
聞
き
書
」
と
い
う
。
）
及
び
「
枝
権

兵
衛
事
績
之
補
遺
」
を
記
し
、
権
兵
衛
の

事
績
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
大
正
十
三

年
九
月
に
は
林
村
が
旧
藩
時
代
に
お
け
る

耕
地
拡
張
に
関
す
る
回
答
と
し
て
「
枝
権

兵
衛
ノ
履
歴
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
紀
功
碑
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
、

白
山
市
白
山
町
の
古
宮
公
園
内
に
あ
る

「
小
山
良
左
衛
門
枝
権
兵
衛
二
君
紀
功
碑
」

が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
明
治
期
に
は
実

現
し
な
か
っ
た
紀
功
碑
が
建
て
ら
れ
た
の

は
大
正
十
五
年
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
紀

功
碑
碑
文
作
成
等
の
経
過
は
枝
外
間
と
岸

秀
実
、
赤
井
直
好
の
や
り
取
り
に
よ
っ
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
聞
き
書
」
に

よ
れ
ば
岸
秀
実
は
枝
権
兵
衛
と
同
じ
く
、

富
樫
用
水
井
肝
煎
を
務
め
た
人
物
で
あ
り
、

「
聞
き
書
」
作
成
時
に
も
協
力
し
て
い
ま

す
。
枝
外
間
に
と
っ
て
岸
は
祖
父
権
兵
衛

を
よ
く
知
る
人
物
で
あ
り
、
信
頼
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
大
正
十
四
年
六
月
、
岸

は
紀
功
碑
の
建
設
地
に
三
国
屋
（
森
田
）

九
兵
衛
宅
付
近
を
提
案
し
、
碑
文
撰
者
に

第
四
高
等
学
校
教
授
の
赤
井
直
好
を
推
薦

し
て
い
ま
す
。
碑
文
を
依
頼
さ
れ
た
赤
井

は
紀
功
碑
の
名
称
を
枝
外
間
に
相
談
し
ま

す
が
、
同
年
八
月
、
赤
井
は
「
小
山
良
左

衛
門
枝
権
兵
衛
二
君
紀
功
碑
」
と
す
る
案

を
小
山
氏
の
家
系
等
調
査
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
難
色
を
示
し
、
「
改
修
富
樫
渠
碑
」

と
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た

岸
は
遺
族
か
ら
小
山
良
左
衛
門
の
生
年
月

等
の
情
報
提
供
を
受
け
、
赤
井
に
報
告
し

て
い
ま
す
。
最
終
的
に
碑
の
名
称
は
「
小

山
良
左
衛
門
枝
権
兵
衛
二
君
紀
功
碑
」
に

決
定
し
、
碑
文
は
同
年
十
二
月
頃
に
は
完

成
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
紀
功
碑
は
七
ヶ

用
水
の
管
理
者 

城
森
省
三
、
富
樫
用
水

の
管
理
者 

谷
市
三
郎
等
が
発
起
人
と
な

り
、
題
額
は
床
次
竹
二
郎
が
揮
毫
、
碑
文

は
赤
井
直
好
が
作
成
し
、
碑
文
の
書
は
岡

本
勇
、
石
材
の
調
達
・
加
工
は
石
冨
捨
次

郎
、
積
工
は
三
浦
仁
三
郎
が
担
当
し
て

七
ヶ
用
水
給
水
口
近
く
の
舟
岡
山
山
際
に

建
設
さ
れ
、
除
幕
式
は
大
正
十
五
年
四
月

十
八
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
版
物
へ
の
掲
載
依
頼
と
し
て
は
『
石

川
郡
誌
』
、
『
石
川
県
史
』
等
が
あ
り
ま
す
。

大
正
十
五
年
五
月
、
枝
外
間
は
『
石
川
郡

誌
』
に
掲
載
す
る
た
め
、
富
樫
用
水
功
労

者
記
念
碑
（
紀
功
碑
）
の
写
真
撮
影
を
富

枝
外
間
に
よ
る
枝
権
兵
衛
顕
彰
の
取
り
組
み

枝外間による枝権兵衛顕彰の取り組み
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枝外間による枝権兵衛顕彰の取り組み

奥
村
長
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）、『
石
川
郡
誌
』
が
出
版
さ
れ
、

写
真
は
同
書
内
「
鶴
来
町
」
の
項
目
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
枝
権
兵
衛
の
記
述

は
「
林
村
」
の
欄
に
記
さ
れ
ま
し
た
。
大

正
十
五
年
五
月
、
岸
は
枝
外
間
に
対
し
、

「
石
川
県
史
」
に
枝
権
兵
衛
を
記
載
し
て

も
ら
う
た
め
、
県
史
編
集
者
の
日
置
謙
に

依
頼
す
る
よ
う
進
言
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
岸
は
日
置
と
面
談
し
、
枝
権
兵
衛
の
記

載
に
つ
い
て
承
諾
を
得
た
こ
と
を
枝
外
間

に
報
告
し
て
い
ま
す
。
枝
権
兵
衛
の
事
績

は
『
石
川
県
史
』
第
参
編
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
十
六
年
八
月
、
枝
外
間
は
鶴

来
町
で
出
版
す
る
歴
史
・
産
業
・
景
観
等

を
記
述
し
た
文
献
等
に
紀
功
碑
の
記
載
を

依
頼
し
、
松
尾
佐
久
郎
か
ら
枝
権
兵
衛
等

の
記
述
に
つ
い
て
編
纂
中
の
「
町
誌
」
に

編
入
し
た
い
旨
の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
昭
和
六
年
七
月
に
は
鶴
来
町
長 

松
尾
佐
久
郎
及
び
河
内
村
長 

吉
谷
外
美

雄
ほ
か
に
町
村
案
内
記
等
作
成
の
際
に
は

紀
功
碑
の
由
来
を
書
き
加
え
て
ほ
し
い
旨
、

依
頼
し
て
い
ま
す
。
ま
た
昭
和
八
年
六
月

に
は
鶴
来
町
の
武
閑
雲
が
事
績
功
労
者
等

の
調
査
・
編
纂
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
年
四
月
、
故
枝
権
兵
衛
へ
の
贈

位
が
申
請
さ
れ
、
同
年
六
月
、
枝
外
間
は

箸
本
太
吉
（
衆
議
院
議
員
）
に
贈
位
達
成

の
た
め
の
配
慮
を
依
頼
す
る
手
紙
を
送
っ

て
い
ま
す
。
同
年
十
一
月
、
故
枝
権
兵
衛

に
従
五
位
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
同
年
十
二
月
に
は
林
小
学
校
に
お
い

て
贈
位
奉
告
祭
が
行
わ
れ
た
の
で
し
た
。

　

林
村
音
頭
の
歌
詞
に
つ
い
て
枝
外
間
は

間
接
的
に
関
わ
り
、
昭
和
十
五
年
四
月
、

林
村
音
頭
の
歌
詞
に
枝
権
兵
衛
と
義
民
太

郎
左
衛
門
の
功
績
を
読
み
込
む
こ
と
を
林

村
小
学
校
職
員
へ
依
頼
し
て
い
ま
す
。
ま

た
林
村
音
頭
に
掲
載
す
る
枝
権
兵
衛
の
事

績
の
内
容
を
赤
井
直
好
に
相
談
し
、
同
年

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
、
赤
井
か
ら
歌
詞

の
修
正
案
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
年
八

月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
盆
踊
り
で
配
布

さ
れ
た
林
村
音
頭
の
印
刷
紙
に
枝
権
兵
衛

等
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
枝

外
間
は
抗
議
し
て
い
ま
す
。
昭
和
十
六
年

九
月
に
は
枝
外
間
は
林
村
国
民
学
校
長　

佐
野
太
三
郎
に
林
村
民
謡
の
歌
詞
に
枝
権

兵
衛
を
簡
明
に
読
み
込
む
こ
と
を
照
会
し

て
い
ま
す
。
昭
和
十
七
年
七
月
に
も
修
正

を
依
頼
し
て
お
り
、
林
村
音
頭
が
完
成
し

た
時
期
は
、
そ
れ
以
降
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

枝
権
兵
衛
の
紙
芝
居
「
郷
土
の
恩
人　

水
神　

枝
権
兵
衛
」
は
藤
多
三
夫
原
作
・

原
画
に
よ
り
二
十
五
枚
で
構
成
さ
れ
、
枝

権
兵
衛
の
功
績
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て

い
ま
す
。
そ
の
制
作
は
昭
和
十
九
年
九
月
、

藤
多
三
夫
が
紙
芝
居
の
脚
本
を
応
募
し
た

い
旨
、
枝
外
間
に
報
告
し
、
同
月
中
に
原

稿
訂
正
分
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
同
年

十
一
月
、
藤
多
三
夫
は
病
気
休
職
し
て
お

り
、
完
成
時
期
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

昭
和
八
年
六
月
、
枝
外
間
は
以
前
に

依
頼
し
た
手
取
川
七
ヶ
用
水
功
労
者
の

霊
殿
建
設
の
進
捗
状
況
を
谷
市
三
郎
へ

問
い
合
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
霊
殿

建
設
が
ど
う
な
っ
た
か
は
不
明
で
す
。
昭
和

二
十
年
一
月
、
元
東
京
大
学
教
授
で
生
祠

の
研
究
者
で
も
あ
る
加
藤
玄
智
は
紀
功
碑

と
は
記
念
碑
的
な
も
の
だ
と
し
て
枝
権
兵

衛
等
の
生
祠
復
興
運
動
の
立
ち
上
げ
を
進

言
し
ま
す
が
、
枝
外
間
は
石
川
郡
有
志
等

が
枝
・
小
山
両
君
の
霊
殿
建
設
を
提
唱
し

て
い
る
も
の
の
時
局
柄
、
一
時
中
止
の
状
態

で
あ
る
こ
と
を
加
藤
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
枝
外
間
は
多
岐
に
わ
た
り

各
方
面
へ
祖
父
枝
権
兵
衛
の
事
績
に
つ
い

て
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
「
七
ヶ

用
水
の
父
」
と
称
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
て
い
る
枝
権
兵
衛
も
枝
外
間
に
よ

る
顕
彰
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ

た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

白
山
市
立
博
物
館
で
は
令
和
五
年
四
月

二
十
一
日
か
ら
六
月
十
一
日
ま
で
企
画
展

「
神
に
な
っ
た
権
兵
衛
―
枝
権
兵
衛
の
顕

彰
活
動
と
七
ヶ
用
水
―
」
を
開
催
し
ま
す
。

枝
外
間
が
推
進
し
た
枝
権
兵
衛
顕
彰
の
取

り
組
み
や
枝
権
兵
衛
が
携
わ
っ
た
富
樫
用

水
の
事
業
等
を
紹
介
し
ま
す
。

（
白
山
市
立
博
物
館　

村
上
）
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呉竹文庫開館百周年を迎えて

　

呉
竹
文
庫
は
、
熊
田
源
太
郎
が
購
入
し

た
書
籍
を
も
と
に
開
設
し
た
私
設
図
書
館

で
す
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
財

団
法
人
呉
竹
文
庫
と
し
て
の
開
館
式
か
ら

今
年
は
、
開
館
百
周
年
を
迎
え
る
記
念
の

年
に
な
り
ま
し
た
。

「
熊
田
源
太
郎
と
は
」

　

設
立
者
熊
田
源
太
郎
は
明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）
八
月
九
日
に
生
ま
れ
、
明

治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
二
月
、
養

父
源
太
郎
の
死
去
に
よ
り
十
七
歳
で
家
督

を
相
続
し
、
源
太
郎
を
襲
名
し
ま
す
。
家

業
の
回
漕
業
を
経
営
し
つ
つ
金
融
・
鉱
業
・

運
輸
な
ど
様
々
な
事
業
を
手
が
け
ま
し
た
。

地
主
と
し
て
納
税
額
が
県
下
最
大
の
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
七
月
の
手
取

川
大
洪
水
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
湊
村

の
立
て
直
し
を
村
民
に
懇
願
さ
れ
、
病
身

を
お
し
て
村
長
職
に
就
任
し
ま
す
。
早
期

復
興
に
力
を
注
い
だ
激
務
に
体
調
を
崩
し

入
院
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
一
月

十
二
日
、
治
療
の
か
い
な
く
死
去
。
享
年

四
十
八
歳
で
し
た
。

　

熊
田
源
太
郎
は
常
々
「
私
は
紙し

魚み

（
紙

を
喰
う
虫
）
に
な
り
た
い
」
と
語
っ
て
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
が
忙
し
く
、

読
み
切
れ
な
い
書
籍
を
多
く
の
人
に
手
に

取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
「
呉
竹
文
庫
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

　

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
印
刷
さ
れ

た
「
呉
竹
文
庫
図
書
目
録
」
に
よ
る
と
設

立
当
時
の
図
書
は
五
千
余
冊
。

　

運
営
は
、
四
月
か
ら
九
月
は
午
前
八
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
十
月
か
ら
三
月
は
、

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
開
館
。
年

末
・
年
始
に
三
日
ず
つ
、
曝
書
の
た
め
八

月
・
九
月
の
内
一
週
間
休
館
し
た
以
外
は

閲
覧
開
放
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

「
熊
田
源
太
郎
と
呉
竹
文
庫
」
展

　

企
画
展
『
熊
田
源
太
郎
と
呉
竹
文
庫
』

展
で
は
、
熊
田
源
太
郎
の
写
真
や
自
筆
の

「
呉
竹
文
庫
寄
付
行
為
」
、
自
歌
集
『
苫
屋

集
』
、
「
夏
季
大
学
校
」
の
資
料
や
画
家
津

田
清
楓
の
絵
葉
書
、
暁
烏
敏
の
絵
葉
書
、

学
費
を
援
助
し
て
い
た
学
生
か
ら
の
手
紙

な
ど
熊
田
源
太
郎
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
よ
う
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　

図
書
館
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
熊

田
源
太
郎
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

に
開
催
さ
れ
た
第
二
十
回
全
国
図
書
館
大

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
全
員
で

撮
っ
た
記
念
写
真
に
熊
田
源
太
郎
（
左
端

前
か
ら
三
番
目
）
も
写
っ
て
い
ま
す
。

　

自
筆
の
和
歌
集
『
苫
屋
集
』
は
明
治

三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
～
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
の
間
に
詠
ん
だ
六
百
九
十
二

首
が
直
筆
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
青
年
時

代
か
ら
与
謝
野
鉄
幹
・
尾
上
柴
船
な
ど
の

新
し
い
傾
向
の
歌
を
好
み
、
「
呉
竹
舎
」

呉
竹
文
庫
開
館
百
周
年
を
迎
え
て

大正15年第20回全国図書館大会記念写真 大正11年開館当時の呉竹文庫の様子
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呉竹文庫開館百周年を迎えて

の
号
で
、
雑
誌
『
新
聲
』
、
『
文
庫
』
な
ど

に
和
歌
を
投
稿
し
て
い
ま
し
た
。

　

津
田
清
楓
か
ら
の
絵
手
紙
に

　

「
文
展
の
噂
は
新
聞
で
ご
承
知
の
事
と

存
じ
ま
す
。
貴
下
は
京
都
で
ご
覧
に
成
り

ま
す
か
。
去
年
の
花
畑
で
会
っ
た
事
を
思

い
出
し
ま
す
。
画
会
の
画
は
来
月
あ
た
り

御
送
り
い
た
し
ま
す
。
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
津
田
清
楓
の
描
い
た
絵
が
所
蔵
品

に
あ
る
の
で
、
絵
葉
書
に
書
か
れ
た
絵
だ

と
お
も
わ
れ
ま
す
。

　

開
館
翌
年
の
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

の
夏
に
開
催
し
た
「
夏
季
大
学
校
」
は
八

月
九
日
か
ら
十
二
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
申
し
込
み
人
数
は
二
百
四
十
人
。
講

師
の
目
玉
で
あ
る
柳
光
悦
に
は
、
熊
田
源

太
郎
自
ら
東
京
に
出
向
い
て
講
師
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。
夏
季
大
学
校
の
開
催
要
項
、

会
員
証
を
は
じ
め
柳
光
悦
か
ら
の
承
諾
の

手
紙
も
展
示
し
ま
し
た
。
民
芸
運
動
の
提

唱
、
「
白
樺
」
で
知
ら
れ
る
柳
で
し
た
が
、

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
か
ら
東
洋
大
学

教
授
と
し
て
宗
教
学
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

講
演
の
題
名
は
「
神
へ
の
理
解
」
で
し
た
。

　

能
美
郡
は
じ
め
県
内
か
ら
も
応
募
が
あ

り
、
参
加
人
数
も
多
く
成
功
し
た
と
思
わ

れ
た
夏
季
大
学
校
で
す
が
、
熊
田
源
太
郎

の
思
い
と
は
違
っ
た
の
か
、
二
回
目
は
開

催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　 

呉
竹
文
庫
開
館
百
周
年
記
念

　

呉
竹
文
庫
開
館
百
周
年
記
念
と
し
て
十

月
十
五
日
（
土
）
・
十
六
日
（
日
）
に
美

川
華
道
連
盟
の
（
古
流
千
昇
派
・
未
生
流
・

池
坊
・
小
笠
原
・
二
十
七
名
）
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
呉
竹
文
庫
・
石
川
ル
ー

ツ
交
流
館
ア
ト
リ
ウ
ム
を
会
場
に
合
同
花

展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

二
日
間
で
、
五
百
四
人
も
の
ご
来
館
者

に
各
部
屋
の
生
け
花
を
鑑
賞
し
、
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
呉
竹
文
庫
で
は
、
開
館
百
周
年
記

念
茶
会
を
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
・

二
十
七
日
（
日
）
の
二
日
間
で
四
席
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
三
十
年
以
上
に
渡
っ
て
お

茶
会
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
竹
内
宗
君

社
中
の
皆
様
の
ご
協
力
い
た
だ
き
一
席
五

名
ほ
ど
の
お
席
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
お
茶

会
に
な
り
ま
し
た
。
ご
参
加
さ
れ
た
方
に

も
記
念
の
茶
会
に
参
加
で
き
て
嬉
し
い
、

素
敵
な
お
茶
会
で
し
た
と
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
美
川
華
道
連
盟
・
竹
内
宗
君
社

中
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
石
川
ル
ー
ツ
交
流
館　

早
松
）

展示の様子

花展　呉竹文庫 玄関前花展　石川ルーツ交流館

竹内宗君社中によるお点前
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俳諧の長者　河合見風

白
山
市
立
千
代
女
の
里
俳
句
館
　
企
画
展

俳
諧
の
長
者
　
河
合
見
風

会
期
　
令
和
四
年
八
月
二
十
七
日
〜
十
月
十
日

　

河
合
見
風
（
一
七
一
一
～
一
七
八
三
）

は
、
江
戸
時
代
に
加
賀
国
津
幡
を
拠
点
に

活
躍
し
た
俳
人
で
す
。
当
時
の
加
賀
俳
壇

に
お
け
る
実
力
者
の
一
人
で
、
千
代
女
と

も
親
交
の
あ
っ
た
人
物
で
す
が
、
意
外
に

も
、
現
在
そ
の
名
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
本
展
で
は
、
見
風
の
人
物
像
や

千
代
女
に
与
え
た
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、

広
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

見
風
は
、
津
幡
で
代
々
村
役
人
を
務
め

る
名
家
の
九
代
目
で
、
組
合
頭
を
務
め
ま

し
た
。
家
業
の
旅
館
業
の
ほ
か
、
米
穀
商

や
塩
屋
も
兼
ね
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
豊
か

な
経
済
基
盤
を
背
景
に
、
俳
諧
や
和
歌
に

傾
倒
し
、
「
俳
諧
の
長
者
」
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
見
風
自
身
は
諸
国
行
脚
を
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
彼
を
慕
っ
て
全
国
か
ら
俳

人
や
歌
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
加
賀
藩
の
重
臣
前
田
土
佐
守

直
躬
や
、
歌
道
の
名
門
で
あ
る
冷
泉
家
の

十
五
代
当
主
為
村
と
の
身
分
を
超
え
た
交

流
も
あ
り
ま
し
た
。
前
田
直
躬
と
の
交
流

は
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
以
前
か
ら

始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
直

躬
が
津
幡
の
見
風
の
草
庵
を
訪
れ
、
俳
諧

や
和
歌
を
共
に
楽
し
む
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
冷
泉
為
村
と
の
交
流
は
、

所
在
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
冷
泉
家

六
代
為
広
の
墓
所
を
見
風
が
発
見
し
、
そ

の
再
建
に
尽
力
し
た
こ
と
を
機
に
深
ま
り

ま
し
た
。

　

見
風
が
、
芭
蕉
ゆ
か
り
の
「
霞
形
文
台
」

を
譲
り
受
け
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
明
和

二
年
（
一
七
六
五
）
に
刊
行
し
た
俳
諧
撰

集
『
霞
か
た
』
に
は
、
前
田
直
躬
を
は
じ

め
、
諸
国
の
俳
人
四
三
〇
名
に
よ
る

四
七
二
句
が
集
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
風

は
、
こ
の
『
霞
か
た
』
の
序
文
を
千
代
女

（
素
園
）
に
依
頼
し
て
お
り
、
俳
人
と
し

て
の
千
代
女
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
千
代
女
に
と
っ
て
も
、

見
風
は
尊
敬
す
る
俳
友
の
一
人
で
あ
り
、

見
風
宛
て
の
手
紙
に
は
、
自
作
の
句
を
添

え
、
批
評
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

見
風
と
千
代
女
の
親
交
は
、
俳
諧
作
品

の
合
作
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。
宝
暦
十
三

年
（
一
七
六
三
）
、
見
風
と
千
代
女
、
そ

し
て
金
沢
の
俳
人
珈
凉
の
三
名
が
、
前
田

直
躬
の
五
十
歳
の
お
祝
い
と
し
て
、
発
句

を
詠
ん
で
し
た
た
め
た
懐
紙
を
贈
っ
て
い

ま

す
。

ま

た
、

本
展
で
展
示
し

た
、
見
風
、
千

代
女
、
闌
更
ら

に
よ
る
句
軸
は
、

前
田
土
佐
守
家

に
仕
え
た
武
人

画
家
矢
田
四
如

軒
の
画
に
句
を

添
え
た
も
の
で
、

こ
の
軸
の
制
作
に
は
直
躬
と
親
交
が
あ
っ

た
見
風
が
主
体
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
、
千
代
女
は
す
で

に
、
加
賀
の
俳
壇
で
一
定
の
評
価
を
得
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
俳
諧
に
よ
る
交

流
は
身
分
を
超
え
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
背
景
に
は
、
見
風
と
前
田
直
躬
の
深

く
強
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

【
参
考
文
献
】
藏
⻆
利
幸
『
加
賀
の
俳
人　

河
合
見
風
』
（
桂
書
房
、
一
九
九
八
）

（
千
代
女
の
里
俳
句
館　

横
西
）

河合見風画像　八椿舎康工編『俳諧百一集』より
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一向一揆の基本組織であった『組（与
く み

）』

　

「
与
者
一
揆
同
事
也
」
と
は
武
家
奏
者

公
卿
広
橋
守
光
の
日
記
に
述
べ
ら
れ
た
文

言
で
す
。
「
与
（
く
み
）
」
と
は
「
組
」
を

指
し
ま
す
。
加
賀
一
向
一
揆
の
基
本
的
な

組
織
で
、
約
百
年
に
及
ぶ
地
縁
血
縁
で
す
。

自
治
的
な
性
格
を
色
濃
く
持
っ
て
い
た
と

い
わ
れ
恒
常
的
な
組
織
で
、
「
藩
」
の
萌

芽
的
な
機
能
を
持
つ
と
も
指
摘
さ
れ
ま
す

（
井
上
鋭
夫
『
一
向
一
揆
の
研
究
』
）
。
白

山
市
地
域
に
は
山
内
組
、
河
原
組
、
松
任

組
、
松
本
組
（
玄
任
組
、
西
組
、
西
縁
組

な
ど
複
数
の
名
で
呼
ば
れ
ま
す
）
の
四
組

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
四
組
を
紹
介
す
る

企
画
展
が
令
和
四
年
の
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

山
内
組
は
鳥
越
城
主
鈴
木
出
羽
守
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
河
原
組
は
大
窪
源
左
衛

門
尉
家
長
が
安
吉
城
主
、
長
享
二
年

（
一
四
八
八
）
高
尾
城
攻
め
で
は
河
原
衆

八
千
余
人
を
率
い
ま
す
。
室
町
幕
府
奉
公

衆
松
任
氏
は
松
任
組
を
率
い
ま
す
。
の
ち

鏑
木
氏
が
養
子
に
入
っ
た
と
も
い
い
ま
す
。

松
本
組
は
現
在
の
松
本
町
・
鹿
島
町
辺
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

旗
本
玄
任
と
松
本
組
衆
に
つ
い
て
「
加

賀
シ
ュ
シ
ク
ツ
サ
レ
テ
石
川
ノ
ニ
シ
ク
ミ

ゲ
ン
ニ
ウ
チ
死
二
（
『
本
福
寺
跡
書
』
）
」

し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
少
し
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
加
賀
一
向

一
揆
を
中
心
と
し
た
一
揆
勢
の
大
軍
が
越

前
九
頭
竜
川
以
北
を
占
領
し
ま
す
。
迎
え

撃
っ
た
朝
倉
宗
滴
が
敵
前
渡
河
し
一
揆

勢
を
打
ち
破
り
、
一
揆
勢
は
大
敗
し
ま
す
。

翌
四
年
夏
、
越
前
勢
と
と
も
に
旗
本
玄
任

以
下
松
本
組
三
百
余
人
が
再
び
討
ち
入
り

一
歩
も
退
か
ず
全
滅
し
ま
す
。
『
朝
倉
始

末
記
』
に
よ
れ
ば
、
出
陣
に
あ
た
り
「
敵

ノ
方
ヘ
懸
ル
足
ハ
極
楽
浄
土
ヘ
参
ト
思
ヘ
。

引
退
ク
足
ハ
無
問
地
獄
ノ
底
ニ
沈
ト
思
テ
、

一
足
モ
退
ク
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
「
和
田
坊
主
」

衆
は
一
揆
勢
を
教
化
し
ま
す
。

　

合
戦
が
終
わ
っ
て
玄
任
の
妻
の
悲
し
む

姿
を
目
に
し
た
坊
主
が
慰
め
ま
す
が
、
彼

女
は
「
夫
は
極
楽
往
生
間
違
い
な
い
が
、

無
事
帰
っ
た
坊
様
が
地
獄
に
落
ち
る
の
を

悲
し
ん
で
い
る
の
で
す
」
と
。
『
始
末
記
』

の
著
者
は
一
揆
を
批
判
し
た
つ
も
り
だ
ろ

う
が
、
そ
こ
に
は
自
律
す
る
一
揆
衆
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

戦
場
と
な
っ
た
帝
釈
堂
口
が
要
衝
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
激
し
い
戦
い
が
幾
度
も

繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
合
戦
が
終
わ
る
と

怨
霊
が
度
々
村
人
を
困
ら
せ
、
平
泉
寺
か

ら
僧
を
招
き
法
華
経
を
読
経
回
向
し
て
碑

を
設
け
迷
え
る
霊
を
鎮
め
た
と
い
い
ま
す
。

天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
に
建
て
た
供
養

碑
と
江
戸
期
の
三
体
仏
堂
が
今
も
帝
釈
堂

口
の
村
人
に
護
ら
れ
て
い
ま
す
。
越
前
に

は
一
向
一
揆
を
鎮
め
る
首
塚
が
数
か
所
築

か
れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
フ
ァ
ン
に
は
戦
国
の
世
の
ロ
マ
ン

に
思
い
を
は
せ
、
訪
れ
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
鳥
越
一
向
一
揆
歴
史
館
運
営
委
員　

西
出
）

一
向
一
揆
の
基
本
組
織
で
あ
っ
た
『
組
（
与く
み

）
』

三体仏像

供養碑
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令和５年度　国民文化祭行事予定

挿
絵
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
画
家
の
第
一

人
者
と
し
て
本
市
を
代
表
す
る
芸
術
家
の

一
人
で
あ
る
西
の
ぼ
る
氏
の
感
性
と
美
意

識
の
も
と
で
、
白
山
市
で
生
ま
れ
育
っ
た

江
戸
時
代
を
代
表
す
る
著
名
な
女
流
俳
人

で
あ
る
加
賀
の
千
代
女
の
俳
句
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
そ
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館 

特
別
展

生
誕
百
三
十
年
中
川
一
政
展

「
百
花
繚
乱 
芸
術
の
魅
力
と
そ
の
生
き
方
」

　

令
和
５
年
10
月
７
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
  11
月

  26
日
日

白
山
市
ゆ
か
り
の
芸
術
家
・
中
川
一
政

の
生
誕
百
三
十
年
の
節
目
を
記
念
す
る
展

覧
会
を
開
催
し
、
作
品
及
び
関
連
資
料
か

ら
そ
の
創
作
活
動
と
人
生
を
辿
り
ま
す
。

中
川
一
政
の
創
作
活
動
は
、
絵
画
や
書
、

陶
芸
な
ど
広
範
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
さ
に

「
百
花
繚
乱
」
。
そ
の
多
彩
な
芸
術
の
魅
力

を
紹
介
す
る
と
共
に
、九
十
七
歳
の
生
涯
を

現
役
で
全
う
し
た
生
き
様
か
ら
、
人
生
百

年
時
代
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
す
。

石
川
ル
ー
ツ
交
流
館 

企
画
展

「
小
説
と
私
　
ー
作
家 

三
田
薫
子
ー
」

　

令
和
５
年
10
月
14
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
  11
月

  12
日
日

　

白
山
市
（
旧
美
川
町
）
出
身
で
、
美
川

を
舞
台
に
し
た
小
説
「
女
の
手
取
川
」
、「
幕

末
尊
王
攘
夷
の
志
士
小
川
幸
三
の
妻
直

子
」
を
描
い
て
き
た
作
家
三
田
薫
子
さ
ん

の
作
品
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
舞
台
と

な
っ
た
白
山
市
内
を
紹
介
し
ま
す
。

呉
竹
文
庫 

企
画
展

「
島
田
清
次
郎
と
そ
の
時
代
」

　

令
和
５
年
10
月
14
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
  12
月

  17
日
日

　

白
山
市
（
旧
美
川
町
）
出
身
の
作
家
島

田
清
次
郎
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
や

書
籍
、
当
時
発
行
さ
れ
た
雑
誌
な
ど
大
正

時
代
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鳥
越
一
向
一
揆
歴
史
館 

企
画
展

「
一
紙
半
銭
の
戦
い
（
愛
山
護
法
の
戦
い
）
」

　

令
和
５
年
10
月
14
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
  11
月

  26
日
日

　

天
亀
元
年
か
ら
十
一
年
に
亘
る
大
坂
本

願
寺
と
織
田
信
長
勢
に
よ
る
全
面
戦
争
に

関
わ
る
加
賀
一
向
一
揆
の
歴
史
を
紹
介
し

ま
す
。

白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰 

企
画
展

「
三
次
元
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

　
化
石
の
研
究
及
び
普
及
活
動

　
　
ー
白
山
市
の
化
石
を
例
に
ー
」
（
仮
称
）

　

令
和
５
年
10
月
14
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
  11
月

  19
日
日

　

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
利
用
し
て
作
成
さ
れ

た
化
石
の
レ
プ
リ
カ
や
マ
イ
ク
ロ
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ン
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
映
像
を
公

開
し
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
や
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
技
術
が
、
ど
の
よ
う
に
化
石
の
研
究

や
普
及
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
紹

介
し
ま
す
。

白
山
市
立
博
物
館 

特
別
展

「
白
山
へ
の
道

　
　
　
ー
白
山
下
山
仏
と
禅
定
道
ー
」

令
和
５
年
10
月
７
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
  11
月

  19
日
日

　

明
治
初
期
、
白
山
で
も
廃
仏
毀
釈
が
起

こ
り
、
白
山
本
宮
や
禅
定
道
等
に
あ
っ
た

石
仏
や
仏
教
的
施
設
等
が
破
壊
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
と
き
破
壊
さ
れ
ず
に
白
山
か
ら

下
山
し
た
仏
像
群
は
「
白
山
下
山
仏
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
白
山
下
山
仏
が
下
山

す
る
ま
で
の
経
緯
や
白
山
に
お
け
る
神
仏

分
離
の
歴
史
、
白
山
信
仰
の
文
化
財
等
を

紹
介
し
ま
す
。

千
代
女
の
里
俳
句
館 

企
画
展

「
西
の
ぼ
る
展
」
（
仮
称
）

令
和
５
年
10
月
７
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
  11
月

  26
日
日

白
山
市
在
住
で
、
市
の
芸
術
文
化
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
も
務
め
る
画
家
の
西
の
ぼ
る
氏

は
、
数
々
の
歴
史
小
説
の
装
画
・
装
幀
画
・
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令和５年度　前期行事予定

呉
竹
文
庫 

春
季
展

「
辞
書
を
知
る
」

令
和
５
年
３
月
14
日
火

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
５
月

  21
日
日

所
蔵
品
の
中
か
ら
総
革
製
の
豪
華
な
辞

書
や
ポ
ケ
ッ
ト
辞
書
な
ど
約
三
十
点
展
示

し
ま
す
。

石
川
ル
ー
ツ
交
流
館 

ミ
ニ
展
示

「
フ
ォ
ト
お
か
え
り
祭
り
」

　

令
和
５
年
４
月
29
日
土
㊗

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
５
月

  21
日
日

昨
年
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
「
お
か

え
り
祭
り
」
の
お
神
輿
・
台
車
な
ど
の
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

白
山
市
立
博
物
館 

企
画
展

「
神
に
な
っ
た
権
兵
衛

　
ー
枝
権
兵
衛
の
顕
彰
活
動
と
七
ヶ
用
水
ー
」

令
和
５
年
４
月
21
日
金

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
６
月

  11
日
日

　

七
ヶ
用
水
合
口
工
事
の
契
機
と
な
っ
た

安
久
涛
ヶ
淵
か
ら
の
取
水
計
画
を
実
行
し

た
枝
権
兵
衛
は
「
七
ヶ
用
水
の
父
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
枝
権
兵
衛
顕
彰
の
取
り

組
み
は
顕
彰
碑
の
建
設
や
事
績
の
編
纂
、

紙
芝
居
の
作
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
枝
権
兵
衛
の
孫 

枝
外
間
は
こ
れ

ら
の
多
く
の
事
業
に
関
わ
り
な
が
ら
枝
権

兵
衛
の
功
績
を
周
知
し
て
い
き
ま
し
た
。

枝
外
間
が
取
り
組
ん
だ
枝
権
兵
衛
の
顕
彰

や
枝
権
兵
衛
が
携
わ
っ
た
富
樫
用
水
の
事

業
等
を
紹
介
し
ま
す
。

白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰

「
化
石
発
掘
体
験
」

　

白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰
で
は
化
石
発
見

広
場
で
実
際
に
化
石
探
し
を
体
験
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。
体
験
に
必
要
な
ハ
ン
マ
ー
・

ゴ
ー
グ
ル
・
軍
手
は
貸
し
出
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な

お
、
化
石
発
見
広
場
の
み
の
ご
利
用
も
可

能
で
す
が
、
お
得
な
入
館
と
の
セ
ッ
ト
料

金
も
ご
ざ
い
ま
す
。

入
館
料
／

大
人
五
二
〇
円
、
小
中
高
校
生
二
〇
〇
円

化
石
発
見
広
場
の
み
の
利
用
料
／

大
人
五
五
〇
円
、
小
中
高
校
生
三
〇
〇
円

セ
ッ
ト
料
金
（
入
館

+

化
石
発
見
広
場
）
／

大
人
八
五
〇
円
、
小
中
高
校
生
四
〇
〇
円

千
代
女
の
里
俳
句
館

館
蔵
名
品
展

ー
『
千
代
尼
句
集
』
の
名
句
た
ち
ー

令
和
５
年
３
月
25
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
５
月
７
日
日

　

『
千
代
尼
句
集
』
と
、
そ
の
後
編
『
は

い
か
い
松
の
声
』
は
、
千
代
女
の
生
前
に

刊
行
さ
れ
た
個
人
句
集
で
す
。
生
前
に
個

人
句
集
が
二
度
も
刊
行
さ
れ
る
の
は
、
当

時
と
し
て
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
で
し
た
。

『
千
代
尼
句
集
』
の
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、

編
者
の
既
白
法
師
は
、
千
代
女
の
句
が
俳

諧
を
楽
し
む
人
た
ち
の
手
本
と
な
る
こ
と

を
願
い
編
纂
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
こ
の
二
つ
の
句
集
に
収
載

さ
れ
た
句
の
一
部
を
、
当
館
の
収
蔵
す
る

千
代
女
直
筆
作
品
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。千代尼句集
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◆講演会等

◆講座等

◆歴史セミナー

10/14・15ミニ新幹線乗車会

9/24伝統工芸教室 2/17・3/2・16古文書講座

令和５年度　展示・行事予定
事業計画

白山市立

博物館

275-8922

千代女の里

俳句館

276-0819

松任中川一政

記念美術館

275-7532

石川ルーツ

交流館

278-7111

呉竹文庫

278-6252

松任

ふるさと館

276-5614

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

企画展
「神になった枝権兵衛
ー枝権兵衛の顕彰活動と

七ヶ用水ー」
4/21～6/11

スポット展示
「桜図ー金栄健介
  ボタニカルアートー」
3/24～4/16

企画展
「描かれた白山」

7/7～8/27

2023前期テーマ展
　　　　　　 え　モチーフ

「中川一政　絵画と題材」Ⅰ
2/28～5/28

「絵手紙」展
6/17～9/24

いしかわ百万石文化祭2023
「島田清次郎とその時代」展

1014/～12/17

2/3雪見茶会

2/3～3/3雛人形展示

企画展示
「石川中央都市圏

考古資料展」
7/21～8/20

いしかわ百万石文化祭2023
企画展

「一紙半銭の戦い
（愛山護法の戦い）」

10/14～11/26

9/29月見コンサート

9/29・30月見夜灯

9/30月見茶会

7/2七夕茶会

「大正時代の観光絵葉書」展
1/13～4/7

2023前期テーマ展
　　　　　　 え　モチーフ

「中川一政　絵画と題材」Ⅱ
5/30～10/1

7/20～7/30 第29回花を描こう絵画展（市民工房うるわし）

いしかわ百万石文化祭2023
白山ミュージアムサーキット
生誕130年 中川一政展

百花繚乱
芸術の魅力とその生き方

10/7～11/26

2023後期テーマ展
　　　　　　  え　 ことば

「中川一政　絵画と随筆」
12/1～2/25

2024
春季テーマ展
（内容未定）

2/27～

臨
時
休
館

臨
時
休
館

企画展「俳画の愉しみ展」
1/13～3/10

いしかわ百万石文化祭2023
企画展

「西のぼる展」（仮称）
10/7～11/26

俳句協会
会員展

10/28～11/12

千代女・一茶
交流パネル展
12/9～12/24

4/19音楽祭コンサート 2月中旬
中川一政バースデイコンサート10/22記念講演会

10/15・16 0歳からの家族鑑賞会「ミュージアムスタート」
10/7オープニングコンサート

7/23夏休みキッズプログラム「一政に挑戦！ 油絵体験」 11/23記念句会

美術館講座「中川一政文集を読むⅫ」 ①6/17

少年少女俳句塾 ①5/13 ②6/10 ③7/8 ④8/19 ⑤11/11 ⑥12/9 ⑦1/13 ⑧2/3 ⑨3/9

市民俳句教室 ①4/22 ②5/27 ③6/24 ④7/22 ⑤8/26 ⑥12/23 ⑦1/27 ⑧3/2 ⑨3/23

②8/19 ③10/21 ④12/16 ⑤2/17

4/19音楽祭コンサート

春期俳句ポスト選句

7/2七夕句会

夏期俳句ポスト選句

10/14千代女全国俳句大会

秋期俳句ポスト選句

12/2俳句講座文学散歩

俳句ポストパネル展

冬期俳句ポスト選句

11/25千代女少年少女全国俳句大会表彰式

立秋展示替立夏展示替 立冬展示替 新年展示替 立春展示替

「絵手紙」展
6/17～9/24

いしかわ
百万石文化祭2023

企画展
「小説と私」

10/14～11/12

4/16篠笛コンサート

毎月、第１日曜日 あぐら茶会（１月、10月は休み）　　不定期 文化教室茶会

5月下旬 若葉まつり恐竜パーク見学ツアー 11月上旬温泉まつり恐竜パーク見学ツアー

当館では、常時予約なしで化石発掘体験が楽しめます ※11月下旬～４月下旬 冬期間閉鎖

7月下旬 ペットボトルでペンケースを作ろう

7月下旬 ペットボトルでグライダーを作ろう

11/19 ヨシ笛コンサート

※各館のイベント等は白山ミュージアムポータルサイト  http://www.hakusan-museum.jp/ で紹介
　しています。日程等が変更になる場合があります。詳細については各館までお問い合わせください。

4/14音楽祭コンサート

6/4講演会「枝権兵衛と運河計画」 3/3刀の手入れ教室11/3講演会「特別展講演会・シンポジウム」

企画展
「かわってきた道具と

わたしたちのくらし」
1/19～3/3

いしかわ
百万石文化祭2023

特別展
「白山への道
ー白山下山仏と

禅定道ー」
10/7～11/19

スポット展
「石川中央都市圏

考古資料展」
11/24～12/24

白山ミュージアム

館蔵名品展
3/25～5/7

鳥越一向一揆

歴史館

254-8020

白山恐竜

パーク白峰

259-2724

※

冬
季
閉
鎖
中

いしかわ百万石文化祭2023
企画展

「３次元データを活用した
化石の研究及び
普及活動」（仮称）
10/14～11/19

企画展
「俳句と写真展」

6/10～8/6


